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1． 緒　言

　高張 力鋼 の 溶接 割れ は ，溶 接 ボ ン ド部の 脆化 と共 にそ の 溶接上 最大 の 問題 点 で あ る
。 前報 で 報 告 した よ う

に常温 溶接用 60 キ ロ 級 高張 力鋼 はす ぐれ た耐溶接割 れ 感受性 を示 し，常温 溶接可能 との 見通 しを得た。そ こ

で 本報 告 で は 現場 試作鋼 の 常温 溶接 で の溶接 割れ 感 受性を ル
ートク ラ ッ ク ，ト ウ ク ラ ッ ク 両 面 よ り検討 し，

ま た 母 材熱 影響 部割れ は勿論 ，溶着金属割れ も防止 で きる超低水 素系難吸湿性 60 キ ロ 級溶 接棒 を 試 作 検 討

した の で そ の 結果 を報告す る 。

2． 実 験 結 果 と 考 察

　　供 試 材

　第 1報 で 記 した B 鋼 の 板厚 58　 mm ，50 舩 を供試鋼 と した 。

（1）最高か たさ試 験

　実験結果 を図 1 に示す 。 通常の 60 キ ロ 鋼が Hv 　550〜580 で ある の に対 して本開発 鋼は C 量 を押え て い る

ため ， 非常 に低 い 値 を示 して い る
。

　　Y ス リッ ト拘束割れ 試験

板厚 ，溶接時 の 雰囲気 及び溶接棒 の 吸湿を 種 々 条件 で 実験 を行 っ た 。 表 1，に示す よ うに母 材に割 れはみ られ

なか っ たが 、 板厚 50　mm の 場 合 に溶着 金属 割れ が み られ た 。

表 1． Y ス リッ ト拘束割れ試験結果
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（2）上 向隅 肉溶接割 れ 試験

　試 験片形 状 を 図 2．に ，実験結 果 を表 2．ua示す 。 吸 湿 6

hr の 溶接棒 を使用 し板 の 初温 を 5 ℃ に した 条件 下 で も

タ テ 板 部 ト ウ ク ラ ッ ク 及 び ル
ー

ト ク ラ ッ クの 発 生

はみ られ な か っ た 。

（3）角変 形 付窓型 拘束 割 れ 試 験

　 突合せ 継 手 の トウ部 に発 生する割れ は実際構造物 では

高い 頻度 で 経 験 され て お り，実 験的 な再 現 試験 法 も種 々

」二＝ 500＿判
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図 2． 上向隅 肉溶接割れ試験 片

表 2． 上向隅肉溶接 割れ 試験結果
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研究 され て い るが ，本 実験 で は図 5．に示す試験 片

を用 い た。 25KJ ノ動 12パ ス で 凹 側 を溶接 し 24

hr 経 過後 凸側 ガ ウ ジ ン グ と 10 パ ス 溶 接 を行 っ た 。

割 れ の 検査は 48hr 以 上経 過 後 に マ グ ナ チ ェ ッ ク

と断面検査に よ り行 っ た 。 そ の 結果 は表 3．に 示す

よ うに トウク ラ ッ ク の 発 生 はみ られ な か っ た 。

（4）溶 接棒の 開発

　現用 60 キ ロ 溶接棒 では Y ス リ ッ ト拘束 割れ 試験

に
一部溶着金属割れ が 発生 した の で フ ラ ッ ク ス 中

の 水素低減 と，高 湿 度 下 で の 難 吸 湿性 を 目的 と し

た溶接 棒の 試 作を行 っ た 。 水蒸気分 圧 と拡 散性 水

素量 の 関係 を 図 4．に ，また高 湿度 下 で の 吸湿 時間

と拡 散 性 水素量 の 関係を 図 5．に 示 す 。 現 用 60 キ ロ

溶接棒に 比 し水素 レ ベ ル が 低 く，か つ 難吸 湿性 で

あ る こ とが水 素試 験 で 立 証 さ れ た の で 板厚 50rnm

で の Y ス リ ッ ト拘 束割れ試験を行 っ た 。 そ の結果

は表 4．に示 され て い る が ，2hr 吸湿棒 で も溶着 金

属割 れ 及び熱影響部 割れ の 出 な い こ とが 確認 され

た 。

　本溶接棒は 日鉄溶接工業 KK よ り  L − 60CF

と して 商 品化 さ れ て い る 。

3． 結 　言

　 C 量が 低 い と い う成分 上 の 特 徴 を もっ た常温 溶

接 用 60 キ ロ級高張力鋼 の溶接割れ感受性 を種 々 試

験片 で調 査 した 。 そ の 結 果常温 ・予熱 な しで も溶

接 割 れ の 出 な い 事 を確認 出来 た 。 な診 ，板 厚 50

mm で 高湿度雰囲気の 条件 で 発 生 した 溶着金属割

れ も水素 量を低 減 し難吸 湿性 をか ねそ な えた 開発

棒に よ り防 止 出来 る こ とを確認 した 。
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表 5． 角変 形付 窓型 拘 束 割れ試験 結果
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表 4．開発棒磯L− 60CF で の Y ス リッ ト拘 束 割れ 試 験結果
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図 4． 水蒸気 分圧 と水素量 の 関 係
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